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号

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
飼
料
及
び
飼
料
添
加
物
の
成
分
規
格
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
一
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓

飼
料
及
び
飼
料
添
加
物
の
成
分
規
格
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

飼
料
及
び
飼
料
添
加
物
の
成
分
規
格
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
一
年
農
林
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。
）
で
こ
れ
に
対
応
す

る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。



改 正 後 改 正 前

別表第１（第１条関係） 別表第１（第１条関係）
１ 飼料一般の成分規格並びに製造、使用及び保存の方法及び表示の基 １ 飼料一般の成分規格並びに製造、使用及び保存の方法及び表示の基

準 準
(1) （略） (1) （略）
(2) 飼料一般の製造の方法の基準 (2) 飼料一般の製造の方法の基準

ア～テ （略） ア～テ （略）
ト フィターゼ（その２の(5)）は、豚、鶏及びうずらを対象とする （新設）

飼料（飼料を製造するための原料又は材料を含む。）以外の飼料
に用いてはならない。

(3)・(4) （略） (3)・(4) （略）
(5) 飼料一般の表示の基準 (5) 飼料一般の表示の基準

ア （略) ア （略)
イ 飼料（飼料添加物を含むものに限る。）には、次に掲げる事項 イ 飼料（飼料添加物を含むものに限る。）には、次に掲げる事項

を表示しなければならない。 を表示しなければならない。
(ｱ)～(ｴ) （略） (ｱ)～(ｴ) （略）
(ｵ) (1)のウに掲げる表、(1)のキの(ｱ)、ケの(ｱ)及びコの(ｱ)、(2)のエ (ｵ) (1)のウに掲げる表、(1)のキの(ｱ)、ケの(ｱ)及びコの(ｱ)、(2)のエ

からカまで、(2)のキに掲げる表並びに(2)のケ及びサからトまで からカまで、(2)のキに掲げる表並びに(2)のケ及びサからテまで
に対象とする家畜等が定められている飼料にあつては、対象家 に対象とする家畜等が定められている飼料にあつては、対象家
畜等 畜等

(ｶ)～(ｻ) （略） (ｶ)～(ｻ) （略）
２～５ （略） ２～５ （略）

別表第２（第２条関係） 別表第２（第２条関係）
１～７ （略） １～７ （略）
８ 各飼料添加物の成分規格及び製造の方法等の基準 ８ 各飼料添加物の成分規格及び製造の方法等の基準

(1)～(137) （略） (1)～(137) （略）
(138) フィターゼ (138) フィターゼ

フィターゼ（その１）（略） フィターゼ（その１）（略）
フィターゼ（その２の(1)）（略） フィターゼ（その２の(1)）（略）
フィターゼ（その２の(2)）（略） フィターゼ（その２の(2)）（略）
フィターゼ（その２の(3)）（略） フィターゼ（その２の(3)）（略）
フィターゼ（その２の(4)）（略） フィターゼ（その２の(4)）（略）



フィターゼ（その２の(5)） （新設）
ア 製造用原体

(ｱ) 成分規格
酵素力単位 本品は、酵素力試験を行うとき、１g中に5,000フ

ィチン酸分解力単位以上を含む。
物理的・化学的性質

① 本品は、黄褐色の液体である。
② 本品の水溶液（１→100）のpHは、3.5～6.0である。
③ 本品は、pH3.5～5.5において最大の酵素活性を有する。

純度試験
① 鉛 本品2.0g（1.95～2.04g）を量り、鉛試験法（原子

吸光光度法第１法）により鉛の試験を行うとき、その量は
、5μg/g以下でなければならない。

② ヒ素 フィターゼ（その１）製造用原体の純度試験②を
準用する。

③ 抗菌活性 フィターゼ（その１）製造用原体の純度試験
③を準用する。

強熱残分 5.0％以下（0.5g）
酵素力試験 フィチン酸分解力試験法第２法により試験を行う

。
試料溶液の調製 フィターゼ（その２の(1)）製造用原体の試

料溶液の調製を準用する。
(ｲ) 製造の方法の基準

Aspergillus nigerに属する菌株を宿主としたフィターゼ生
産組換え体を培養し、培養を終了した後、菌体を殺菌したもの
をろ過して菌体を除去し、さらに、ろ液を濃縮して製造するこ
と。

(ｳ) 保存の方法の基準
遮光した密閉容器に保存すること。

(ｴ) 表示の基準
本品の直接の容器又は直接の被包に、最大の酵素活性を示す

pH値（小数点以下第１位まで）を記載すること。
イ 製剤（その１ 液状）

(ｱ) 成分規格
本品は、フィターゼ（その２の(5)）製造用原体に賦形物質を

混和した水溶性液状物である。



酵素力単位 本品は、酵素力試験を行うとき、表示フィチン酸
分解力単位の85～170％を含む。

酵素力試験 フィチン酸分解力試験法第２法により試験を行う
。
試料溶液の調製 フィターゼ（その２の(1)）製造用原体の試

料溶液の調製を準用する。
(ｲ) 保存の方法の基準

フィターゼ（その２の(5)）製造用原体の保存の方法の基準を
準用する。

(ｳ) 表示の基準
フィターゼ（その２の(5)）製造用原体の表示の基準を準用す

る。
ウ 製剤（その２）

(ｱ) 成分規格
本品は、フィターゼ（その２の(5)）製造用原体に、賦形物質

及びポリビニルアルコールの水溶液を混和して顆粒状にした後
乾燥し、酸化ポリエチレンワックス、オレイン酸及び水酸化ア
ンモニウムで被覆した顆粒、小片又は粒子である。
酵素力単位 本品は、酵素力試験を行うとき、表示フィチン酸

分解力単位の85～170％を含む。
酵素力試験 フィチン酸分解力試験法第２法により試験を行う

。
試料溶液の調製 フィターゼ（その２の(1)）製造用原体の試

料溶液の調製を準用する。
(ｲ) 保存の方法の基準

フィターゼ（その２の(5)）製造用原体の保存の方法の基準を
準用する。

(ｳ) 表示の基準
フィターゼ（その２の(5)）製造用原体の表示の基準を準用す

る。
(139)～(158) （略） (139)～(158) （略）



附

則

こ
の
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令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


